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【平成29年度 ペンデルワイヤー実習ベーシックセミナー①~⑤】
（症例とともに学ぶ咬合育成非抜歯矯正テクニック） 関西

平成２９年度

平成２９年度 ペンデルワイヤー実習ベーシックセミナー 関西日程 ➊29.4/3 ❷5/22 ❸ 6/19 ❹ 7/24 ❺ 8/21

◆主催：オフィスタカダ 北海道釧路市文苑（ふみぞの）４－６５－１６ こども歯科クリニック内
◆後援：日本咬合育成研究会
◆講演に関するお申し込み・お問い合わせは下記までお願いいたします。

こども歯科クリニック内 オフィス タカダ （担当 高田・梨本）
FAX 0154-38-0511 携帯（高田） 090-3892-9110

◆募集締め切りは、変更による交通・会場の手配の関係上第1次締め切りは、６週間前とさせていただきます。
◆募集人数に満たない場合には、中止または延期とさせていただきますのでご了承ください。

29.2/22 作製

今、成長期の子供たちに大変大きな変化が訪れています。そのために虫歯予防や矯正治療がことごとく見直されてい
ます。 私が提唱してきた咬合育成も、この５～６年前から何度も見直しをおこない、ようやく【現代の日本人にあった咬
合育成療法】を紹介できるまでになりました。 装置を使用する前に、育成をもう一度考えてみませんか。 不正の原因
を探ってみませんか。不正がまだ大きくなっていない時には、姿勢・習癖・生活習慣を改善し、筋機能を訓練することに
より、装置による１期治療は必要ないほど歯列や咬合が改善していきます。 是非この機会に新しい「成長期の非抜
歯矯正」に触れていただきたいと思います。

フリガナ ○記入で選択をお願いします

参加者ご氏名

医院（勤務先）名 ご紹介者氏名

医院（勤務先）住所 〒 Fax

ご連絡先番号 ℡ 緊急連絡先（携帯電話）

（時間の指定がある場合は記入をお願いします）

メール・アドレス

【 セミナー実習内容 】

日 程 ： 第１回29.4/3   ２回 5/22 ３回 6/19 ４回 7/24 ５回 8/21
時 間 ： 開場（8：30～8:50宿題のお手伝いの必要な方はこの時間を使ってください） 開始 8：50 ～ 13:50 終了
会 場 ： 関西地区 神戸市産業振興センター

受講料： ￥28,000円（※内訳 ¥25,930 + 消費税 = 28,004 ）X5回＝￥140,000円

テキスト： 診療室でのワンポイントアドバイス、症例から学ぶ咬合育成 （材料・プライヤー・テキストの代金は含まれません）

（連続受講一括納入でお願いいたします
）

➊講義実習咬合育成療法の検査・分析
立案作成・・・模型（計測分析 ・プロフィロ作成分析・顎関節・筋機能分析）などを使用して問題点と不正の

原因を明らかにし、これからの問題解決の仕方や直し方の経年的な計画を作成する
実習とデモ（東京支部）チンキャップ・レジンキャップ・バンド作成 ・ブラケット接着・チューブ・ブラケット電着 「宿題」

❷講義アーチワイヤーの屈曲・デモ 実習：コーアックスワイヤー16”・０１０″サークルフック付ワイヤー屈曲
フック付ストッパー・レジンストッパー リガチャー 「宿題」

❸❹講義アーチワイヤーの屈曲・デモ： Sループの屈曲、アーチフォームの屈曲、Sループの拡大・位置異動
実習：０１２″Sループ作成・アーチワイヤーフォーム形態の屈曲、付属品の使い方、ワイヤー装着 「宿題」

❺ワイヤー調整、 歯の形態修正（研磨の仕方）、アーチの拡大、固定（保定）


